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宮古島天川洞から産出した後期更新世イシガメ類化石の
分類学的再検討
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南琉球の宮古島の南部に位置する天川洞の後期更新世堆積物からは、ミナミ

イシガメとされるカメ類の化石（ＭＪ"”）"ｙｌｓｃｆｍ""cα）が知られている．ミナミ
イシガメは、大陸南東部、台湾、および八重山諸島に在来分布するイシガメ科

（Geoemydidae）の１種で、この化石により後期更新世には宮古諸島にも分布し
たとされてきた．しかしながら、このカメ類化石の同定は適切な比較標本を用

いた検討を経ておらず、結論に至る中で識別形質も明示されていない．したが
って、その分類学的位置づけについてはより慎重な追試研究が望まれてきた．

そこで本研究では、すでに知られていた腹甲の前半部と頸板骨の化石２点に、
これらと同地点から得られた未報告の縁板骨の化石１点を加え、広く現生種や

化石種との比較、再検討を行なった．化石にはイシガメ科の共有派生形質であ

る臭腺孔が認められる一方、特定の属に固有の派生形質は認められなかった．

そのため、比較対象を産出部位に認められる４つの形質状態（上腹甲骨は比較

的発達した腋下腹甲柱によって接続される；内腹甲骨は喉鱗板および胸鱗板に
よって覆われる；左右咽喉鱗間の鱗溝の長さは左右肩鱗間のそれよりも長い；

第１椎鱗は前方に広がり、その幅は頸板骨の幅と少なくとも同等である）のす
べてを共有する同科の９属に絞込み、さらに詳細に比べた．その結果、天川洞

産のイシガメ科化石はミナミイシガメではなく、日本本土の固有種ニホンイシ

ガメ（Ｍｍｐｏ"ｊｃａ）と最も多くの形質状態を共有していた．しかしその一方で、
ニホンイシガメとは異なる形質状態も有しており、したがって、ニホンイシガ

メに近縁なイシガメ属の未記載種であると結論づけられた．宮古島の上部更新

統（約25,000年前）からは、このほかにも琉球列島の他地域からはまったく見
つからない一方で大陸北東部や日本本土に近縁種や同属種を持つミヤコノロジ

カ、ハタネズミ属などの化石が産出している．宮古諸島に現在分布する陸生脊

椎動物相には、この島喚群だけに見られる固有種も含まれはするものの、全体
としては八重山諸島と共通する種の割合が大きい．そのため前期更新世には、

宮古諸島は八重山諸島とともに台湾および大陸と接続し、その後最初に孤立し

たと考えられている今回明らかになったイシガメ属未記載種を含む大陸・日

本本土要素の化石の琉球列島中にあってはきわめて特異的な産出は、宮古島が

これまで考えられてきた以上に長く周辺の琉球の島々から隔離され、非常に環

境収容力の高い陸塊として多様で独自性の高い陸生脊椎動物相をごく最近まで

育んでいたことを示している．


